平成２４年第１回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成24年３月21日午前10時00分、第１回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２４年第１回奥多摩町議会定例会議事日程[第４号]
平成24年 ３月21日（水）

午前10時00分　開議

会　期　　平成24年３月５日～３月21日（17日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	議案第19号
	平成24年度奥多摩町一般会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	３
	議案第20号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算　　　　　　　（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	４
	議案第21号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算　　　　（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	５
	議案第22号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	６
	議案第23号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決


	７
	議案第24号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	８
	議案第25号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	９
	議案第26号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算

（予算特別委員会委員長報告）
	原案可決

	10
	議員提出議案
第　２　号
	「（仮称）こころの健康を守り推進する基本法」の法制化を求める意見書
	原案可決

	11
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	12
	――
	町長あいさつ
	――


（午前10時26分　閉議・閉会）

午前10時00分　開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。ご協力のほど、よろしくお願いします。

これより議案審議に入ります。日程第２　議案第19号　平成24度奥多摩町一般会計予算、日程第３　議案第20号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算、日程第４　議案第21号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、日程第５　議案第22号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算、日程第６　議案第23号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算、日程第７　議案第24号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計予算、日程第８　議案第25号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計予算、日程第９　議案第26号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算、以上８件を一括して議題とします。

本件については、去る３月５日、予算特別委員会に審査が付託され、本日、お手元にその結果が報告されております。

審査の経過並びに結果について、予算特別委員会委員長師岡伸公議員から報告を願います。師岡　伸公議員。

〔予算特別委員長　師岡　伸公君　登壇〕

○予算特別委員長（師岡　伸公君）　予算特別委員会議案審査報告をいたします。

　当委員会は、去る３月５日に開会された平成24年第１回定例町議会第１日に付託された、平成24年度の奥多摩町の議案第19号　一般会計予算、議案第20号　都民の森管理運営事業特別会計予算、議案第21号　山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、議案第22号　国民健康保険特別会計予算、議案第23号　後期高齢者医療特別会計予算、議案第24号　介護保険特別会計予算、議案第25号　下水道事業特別会計予算、議案第26号　国民健康保険病院事業会計予算、以上８件の議案について、３月13日、15日及び16日の３日間で審査を行いましたので、審査の結果について報告をいたします。

　審査の経過につきましては、３日間とも全委員が出席し、かつ、議長も委員としてではありませんが同席されていましたので、審議経過の報告は省略し、結果のみを報告させていただきます。

　議案第19号から議案第26号までの全８議案については、３月16日にそれぞれ採決を行った結果、いずれも委員多数の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

　以上で、予算特別委員会における議案審査結果の委員長報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で報告は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第19号から議案第26号までの予算特別委員会委員長に対する質疑は、この際、省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第19号から議案第26号までの委員長報告に対する質疑は省略することに決定いたしました。

　次に、ただいま上程の議案第19号から議案第26号までについて討論を行います。討論がある議員は挙手を願います。

（挙手なし）

○議長（清水　典子君）　挙手なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第２　議案第19号　平成24年度奥多摩町一般会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第19号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第３　議案第20号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第20号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第４　議案第21号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第21号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第５　議案第22号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第22号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第６　議案第23号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第23号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第24号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第24号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第25号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第25号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第26号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第26号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議員提出議案第２号　「（仮称）こころの健康を守り推進する基本法」の法制化を求める意見書、を議題とします。

　事務局長に議案を朗読させます。事務局長。

○議会事務局長（大野　　尚君）　議員提出議案第２号　「（仮称）こころの健康を守り推進する基本法」の法制化を求める意見書。

　上記の議案を提出する。

　平成24年３月21日　提出。

　提出者　奥多摩町議会議員　酒井正利、賛成者　同　石田芳英、賛成者　同　宮野　亨、賛成者　同　高橋邦男、賛成者　同　原島幸次、賛成者　同　杉村良一、賛成者　同　村木征一、賛成者　同　師岡伸公、賛成者　同　須崎　眞、賛成者　同　竹内和男、賛成者　同　前田悦男。

　奥多摩町議会議長　殿。

　（理由）　こころの健康政策構想会議の提言に賛同し、標記法律の速やかな制定を国に対し求めたいため。

　以上でございます。

○議長（清水　典子君）　朗読は終わりました。

　本件については、３月13日に開会した本会議第３日に可決された陳情第１号に基づき提案されたもので、かつ意見書（案）も既に配付されています。よって、ただいま上程の議員提出議案第２号については、提案説明及び討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第10　議員提出議案第２号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議員提出議案第２号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件につきましては、各委員会委員長から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成24年第１回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、一言申し述べさせていただきます。

　今議会は、３月５日に開会され、本会議第１日目冒頭において、私の「平成24年度施政方針」として、初めに任期の締めくくりの年でありますので、４年間の町政運営を行ってきた基本姿勢及び「第４期奥多摩町長期総合計画」「奥多摩町行政改革大綱」を基本として、８年間にわたる事務事業について述べさせていただきました。

　特に、議員皆様、住民皆様にご理解願いたいのは、町の長年の懸案事項でありました「水道事業の都営一元化」、ごみ処理施設の「西秋川衛生組合の加入」であります。

　財政力の弱小な自治体である町にとって、将来にわたり安定した行財政運営を行うためには、財政基盤の確立が必要不可欠であると考え、数年にわたり町の現況を訴え、努力を行ってまいりました。その結果、多くの関係者の皆さんのご理解とお力添えにより、奥多摩町が将来負担すべき財源を90億6,000万円削減することができました。それと平行して、内部努力として「行政改革」を積極的に推進するとともに、将来財政基盤の確立のために、東京都のご理解、ご支援をいただき、一般起債（借入金）については４年間借り入れをせず、将来の起債償還のため「減債基金」等基金積立を行い、平成23年度末では、基金積立総額から起債償還額を差し引くと８億9,000万円の黒字化を図ることができました。

　また、住民皆様に対する施策についても、レベルダウンすることなく、町の抱えている諸問題解決に対応するため、町独自事業として若者定住化の推進のため、若者定住化住宅の建設、住宅建設時の助成、少子高齢化対策として子ども子育て支援では、保育園の２子目以降の保育料の助成、学校給食費の助成等、12項目にわたり実施し、定住し子育てをする若い人たちの経済的負担の軽減を図ってまいりました。

　一方、町の税収が年々減収する中にあって、町単独事業の実施、将来財源確保のための基金積立の両方を実行できましたのは、長年培ってきた私自身の行政経験と町職員の努力が結実し、東京都幹部及び都職員の皆様との強い信頼関係の上で実現できたと自負しております。

　次に、町を取り巻く国・都の行政環境については、今後も非常に厳しい状況が続くと考えております。

　次に、平成24年度町予算の考え方については、身の丈に合った簡素で効率的な予算編成を行ったものでございます。

　次に、平成24年度主要な事業については、東京都施設整備事業と町「第４期奥多摩町長期総合計画の施策の大綱」に基づき、健全で効率的、効果的な事業を推進することを行ってまいりました。

　次に、平成24年度の予算案について及び第１回奥多摩町議会定例会提出案件については、先日申し述べさせていただきましたとおりでございます。

　終わりにあたりましては、２期８年間の町政運営を基本として「第４期長期総合計画」の指針である「生涯健康で自立してともに生きる奥多摩町」を確立するために、町長就任以来、私自身の信条であります身の丈に合った簡素で効率的な町政運営を継続するため、東京都の支援により「財源確保」を図り、町独自の施策として最重要課題である若者の定住化、子ども子育て支援、観光産業の振興、教育環境の整備等により、住民の「安全・安心」の確保を住民皆様と協働して、将来に向かい、希望と誇りの持てるまちづくりに、これからも粉骨砕身、全力で邁進する覚悟を表明いたしました。

　さらに、３月９日本会議第２日目の12番前田　悦男議員の一般質問に答弁申し上げましたが、身の丈に合った簡素で質の高い行財政運営を目指し、「小さな町の大きな躍進のため、住民皆様の審判をいただき、引き続き町政を担当させていただきたい」と決意表明をさせていただきました。

　次に、提案いたしました平成23年度の締めくくりであります平成23年度一般会計、特別会計、企業会計、計８会計の最終補正予算案及び条例の制定と条例の一部改正並びに廃止８件、一部事務組合規約の一部変更２件、町道の廃止・認定２件、指定管理者の指定３件、契約案件１件、契約変更案件４件、計28件につきましては、３月５日本会議及び３月７日連合審査の審査を経て、３月13日の本会議で可決決定をいただきました。

　さらに、３月９日に、町政に対する一般質問を８名の議員から15件いただきました。私は町の現況を踏まえ、身の丈に合った公平公正な行財政運営と私自身の政治姿勢を率直かつ明確に答弁させていただきました。

　平成24年度一般会計、特別会計、企業会計８会計の当初予算につきましては、予算特別委員会を設置し、３日間にわたり審議をいただき、本日、本会議で可決決定をいただきました。議員皆様には、長期間にわたりご審議をいただき、全議案とも全員の賛成をもってご決定をいただき、感謝と御礼を申し上げます。

　次に、新年度のスタートにあたり、毎年度末に地方税法等の一部を改正する法律案が現在、国会で審議中であり、法律改正に伴い「奥多摩町町賦課徴収条例」の一部を改正する必要が生じます。改正内容は、所得税の見直しが個人町民税に影響するものとして、給与所得控除の見直しで控除額の上限を設定する、特定支出控除の見直し、退職所得控除の２分の１の課税の見直し、固定資産税では平成24年度の評価替えに伴う土地の負担調整措置の見直し、新築住宅等に係る減額措置の延長、税負担軽減措置等の整理合理化が予定されております。

　また、今後の国・都交付金等歳入財源の決定に伴う一般会計予算の補正が考えられます。

　以上、２件につきましては、確定次第、３月末日で専決処分を行いますので、ご理解をお願い申し上げます。

　次に、町・地域の活性化、雇用、組織の公正性、会計制度の透明性等を含めて、地域の皆様と協議検討してまいりました「社団法人　奥多摩湖愛護会」につきましては、議会で議決をいただきました3,500万円を出資し、「一般財団法人　小河内振興財団」として３月14日に設立登記が完了いたしました。今後は、町も関与し従来業務を継続し、地域の活性化・雇用等、新しい財団で推進していきたいと考えております。

　なお、現在の「社団法人　奥多摩湖愛護会」は、今後、解散清算をする予定で、理事会でも決定をしております。

　また、奥多摩観光協会につきましては、この１年間、過去の経緯の反省を踏まえ、組織、会計の透明性等について、関係者と協議をしてまいりました。４月26日に新たな役員での総会を開催する運びとなりましたので、町は、平成24年度１年間かけ、法人化に向かい、その準備事務を町職員が担い、新しい観光協会役員の皆様と協議し、法人化設立の準備を開始いたします。

　最後に、住民皆様の審判をいただく基本は、町の行財政運営は多岐にわたります。私は、町の将来の飛躍を念頭に淡々と根気よく、今後も町政を前進させるべく、今までの実績に基づき実行してまいります。

　議員皆様、住民皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げ、閉会のごあいさつといたします。

○議長（清水　典子君）　以上で町長のあいさつは終わりました。

　以上をもって、平成24年第１回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時26分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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